
葉山町子ども・子育て会議主催・葉山町共催 

 

「子ども・子育て支援新制度」説明会  
 

葉山町で育児中の 

お父さん・お母さん・おじいちゃん・おばあちゃんの皆様へ 

 

子ども・子育て関連３法が成立し、平成 27 年度の実施に向けて、葉山町も子ども・子育て会議を開催し活発

な意見交換を行っています。国の方向性として私たち子育て世代への手厚いサポートの必要性が認められ、本格

実施に向けて各自治体で知恵を絞っています。大好きな葉山町での子育てが、よりキラキラしたものになるため

に、一緒に勉強していきましょう。 

（参照：内閣府子ども・子育て支援制度サイト  http://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/index.html） 

 

開催日時：7月 19日（土） 13時～15時まで 

場所：葉山町教育委員会 研修室（会議室） 
第一部：講演会 「～みんなが子育てしやすい葉山へ～」 

○○○○○○○○の○○ ○○先生をお招きしてお話していただきます。 

第二部：質疑応答 「～新制度の疑問を解決しよう～」 

定員 50 名（事前申込、当日参加も可能です） 

※託児あり（要事前申込） 

先着 10 名、小学校 3年生まで 

～きちんと知って、 

未来につなげよう～ 
 

プロフィール 

○○ ○○先生（○○○○○○○○○○○○） 

＜主な社会・地域活動＞ 

○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○ 

 
待機児等は解消さ
れるのかしら？ 

パートで働きたいけ
ど預け先がないわ 

今日はどうしても休
めないの、病児保育が
ほしい・・・・ 

小学校 4 年生になって
も留守番は心配。学童に
行かせたいけど・・・ 
 

仕事じゃ
ないけど
預けると
ころない
かしら 

委員提出資料 



  ﾌｧｸｼﾐﾘ 046-876-1717 

  葉山町保健福祉部子ども育成課 行 

「子ども・子育て支援新制度」説明会 申込書 

平成 26 年 7月 19 日（土）13 時～15 時 

 次の事項を記入し、ファクシミリ・電話等でお申し込みください。 

※ 記入していただいたお名前等の情報は、本説明会の実施のみに

使用し、他に転用することはありません。 

 

本説明会の問い合わせ先 

         〒240-0192 神奈川県三浦郡葉山町堀内 2135 

         葉山町保健福祉部子ども育成課 

         電話 046-876-1111（内 223）、ﾌｧｸｼﾐﾘ 046-876-1717 

お名前
ふりがな

 
 

お子様がいらっしゃる方は、

該当するところに○をつけて

ください（複数選択可） 

０～２歳 

３～５歳 

小学生 

託児申込（先着順、どちらか

に○をつけてください） 
有      無 

有 の場合はお子様の人数、 

年齢を記入してください 
     人      歳 



子ども・子育て支援新制度住民向けイベント（案） 概要 

 

１ イベント概要 

○ 今回のイベントは、新制度の周知のための説明会（勉強会）として実施

する。 

○ 日程は、７月 19日（土）で確定。時間は 13～15 時。 

○ 会場は、教育委員会会議室。 

○ 講師は、○○ ○○先生。６月２日（月）の子ども子育て会議で承認を

得た後、町から正式に依頼する。 

○ 時間配分は、60 分講演会、10 分休憩、30 分グループワーク、20 分まと

めとする。 

○ グループワークは、先生の講演を受けて、新制度に関する疑問点、わか

らないことを集約することを目的とする。お子さんの年齢によって、制度

の関心事も変わってくるため、年齢別にグループを分ける。 

○ まとめの時間では、各グループで集約された疑問点について、先生（場

合によって行政）からコメントする。 

○ 内閣府のなるほどパンフレットを当日の配布資料として用意する。 

○ 原則、事前申込とし、当日参加も可とする。 

○ ６月２日（月）の子ども子育て会議で承認を得て、実施することを確定。 

 

２ チラシ 

○ 開催の１ヶ月前にはチラシを配布できるようにする。 

○ チラシは、表面がイベント概要、裏面が申込書。 

○ チラシには、グループワークすることは書かない。 

○ チラシは、幼稚園・保育所にも配布する。小学校には、学校かＰＴＡを

通して配布する。 

○ 議員にもチラシを配る。 

 

３ その他 

○ ７月 19日（土）は一色地区で町内のイベントがあり、集客に不安がある

が、早めに新制度の周知し機運を盛り上げるため、予定通り実施する。 

○ 保護者のあきらめ感が強いので、新制度が始まることをきっかけに、子

育て施策に関心をもってもらう。 

○ 意見を吸い上げる機会は、計画案ができあがる秋ごろに別途検討を行う。 

 

（以 上） 


